
＜教育目標＞ 進んで学び 心豊かな活力ある生徒

令和３年度の重点目標
「未来に向かって 仲間と協働し 主体的に学び 行動する生徒の育成」

進級・進学を見すえ充実した3学期に！

令和４年２月１日

当麻町立当麻中学校

令和３年度学校通信 NO.10

１月14日（金）から３学期がはじまりました。感染症が

拡大する中、大きな事故もなく、元気に笑顔で登校してき

ている子どもたちの姿を見て、大変うれしく思います。

３学期は、４月からの進級・進学に向けて準備を始めるとても大切な学期です。特に、

３年生は希望進路実現に向けて正念場となります。１月26日には、公立高校の現時点での

出願状況が発表されました。また、私立高校の推薦入学試験を皮切りに選抜試験も始まり

ました。３年生全員が夢や希望・願いが達成できるよう教職員一同、気を引き締めて取り

組んでいるところです。

オミクロン株による急激な感染拡大により、道内全域がまん延防止措置地域となりまし

た。校内でも感染に関わる事例が少しずつ出ています。子どもたちが安心して学校生活を

送ることができるように、手洗い、消毒、換気など基本的な感染症対策をあらためて確認

するとともに、継続して取り組んでまいります。登校時の検温や家族の健康状況の確認な

ど、保護者の皆様のご協力も引き続きお願いいたします。

始業式では３名の生徒が冬休みの生活と３学期に向けての抱負を発表しました。しっか

りと前を向いて堂々と発表する様子から、新年を迎え、気持ち新たに目標に向けて努力す

る姿勢と決意が伝わりました。

当麻町立当麻中学校長

竹 森 茂 雄

植杉 太一さん（１年） 自分は今年の冬休み、時間
の使い方について意識して生活しました。スケジュール
を決めて勉強に取り組みました。時間の使い方を工夫す
ることで継続力がつきました。今年の目標は、野球部の
目標の一つである「凡事徹底」にしようと思います。「凡
事徹底」とは、当たり前のことを、他人にまねできない
くらい徹底するという意味です。目標は高くしすぎずに、
当たり前のことを地道にやってみたいと思います。２年
生に向けた最後の３学期です。「凡事徹底」を含め、目標
を達成できるように努力をしていきたいです。

※続き（2・3年生）は裏面に掲載しています。

新型コロナウィルス感染症対策において、保健所による積極的疫学調査が

重点化されたことに伴い、生徒が陽性となった場合やPCR検査を受けること

になった場合は、必ず学校へ連絡をお願いします。



中島 由翔さん（２年） 冬休みはとても充実したものとなり
ました。目標として立てたことをしっかり達成することができ、
２月に行われる学力テストに向けての勉強や部活に有効に時間を
使うことができました。思い出もたくさんでき、２年生最後の長
期休暇を全力で楽しむことができました。３学期の目標は、受検
に向けて、土台を作ることを大切にしてがんばることです。そし
て、まだ２年生という意識ではなくて、３年生になるんだという
意識をもち、学校生活をこれからもがんばっていきたいと思います。

菊池 捷斗さん（３年） 今回の冬休みは受検に向けて様々
な準備をしました。一つ目は勉強です。受検では１年から３年ま
で、すべての内容が出るのでしっかり復習しました。二つ目は高
校調べです。私が受検する高校では、面接があるので、それに向
けてしっかりと調べました。３学期は受検にむけたラストスパー
トの時期なので、どの教科も真剣に勉強し、第一希望の高校に合
格できるようにがんばりたいです。また、副委員長としての意識
をもって、残りの期間を仲間と明るく楽しく過ごせるようにがん
ばりたいと思います。

オンライン学習の実施に向けて

学校は、生徒が登校し、生徒同士、また生徒と
教師がともに学び合い、協力しかかわり合うこと
で人間形成がなされる場です。
ただ、生徒が様々な事情で登校できない場合が

あります。この場合においても、学校は、生徒の
学習する場を保障する役割も担っています。
こういった観点から、当麻中学校では、GIGA

スクール構想の下、生徒に一人１台の端末機器が
与えられていることから、オンライン学習の体制
づくりを進めています。
現在、次のオンライン学習を実施します。

○学校が臨時休業、または学年・学級閉鎖に
なり、それに伴う生徒の自宅待機期間が５
日以上になる場合。

○生徒の欠席が出席停止などで５日以上とな
り、オンライン学習の実施を生徒、保護者
が希望する場合。

現在、学校では、一部の生徒でオンライン学習
が進められています。今後、円滑なオンライン学
習が提供できるように、教職員で研修を深めてい
きたいと考えています。
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クリスマスコンサート
昨年末、当麻中学校吹奏楽部主催のクリスマス

コンサートが行われました。クリスマスの夜、生徒

達が奏でる音色に心癒やされ、生徒達の一生懸命

に演奏する姿に心打たれました。演奏会は、１時間

ほどの限られ

た時間でした

が、聖夜の素

敵なひととき

となりました。



当麻町立当麻中学校いじめ防止基本方針
令和３年 4月１日改定

当麻町立当麻中学校
◇ 趣旨
「いじめ防止対策推進法」第13条及び第22条に基づき、本校におけるいじめの防止、いじめの早期発見、
いじめに対する措置についての方針や行動計画等を定め、学校全体として実効性のある取組を推進する
ものとする。

◇ いじめの「未然防止」と「早期発見」のための年間目標
① いじめは、どの子どもにもどこの学校でも起こり得ることを踏まえて、いじめ問題に対して積極的に
認知し組織的に取り組む。
② 計画的なアンケートの実施・分析、並びに教職員研修を通して、いじめについての共通理解、生徒の
状況等の情報共有や組織として取り組む体制づくりを図る。
③ 人権教育・道徳教育を充実させ、生徒の生活態度・意識を向上させるとともに、適切な人権意識を身
に付けさせ、いじめの未然防止を図る。
④ 学習指導や進路指導を充実させると共に、ＨＲ活動・生徒会活動・様々な学校行事等の特別活動や部
活動を積極的に推進し、お互いを認め合える人間関係や集団づくりを構築し、生徒が自己有用感をも
つことにより、いじめの未然防止を図る。
⑤ 教育相談体制を充実させると共に、生徒との信頼関係を醸成し、生徒の心の変化をいち早く捉え、い
じめの早期発見・早期対応に努め、人間関係の修復・改善を図る。

いじめいじめ防止に向けた当麻中学校の取組防止に向けた当麻中学校の取組
当麻中学校では、いじめについて、積極的な認知を行っております。これまで2回の

「いじめアンケート」の実施や学期ごとに教育相談などの取組を通していじめの早期発見、

未然防止に努めてきました。その中で「いやな思いをしたことがある」や友人関係のトラ

ブルなどいくつかの件数を、学校はいじめととらえ、対応しました。

今回、改めていじめについての本校の取組を紹介いたします。いじめをなくす取組にご理解とご協力

をお願いいたします。

いじめ防止対策推進法より（参考）

（学校いじめ防止基本方針）

第13条 学校は、いじめ防止基本方針又はいじめ防止基本方針を参酌し、その学校の実情に応じ、

当該学校におけるいじめの防止等のための対策に関する基本的な方針を定めるものとする。

（学校におけるいじめの防止等の対策のための組織）

第22条 学校は、該当学校におけるいじめの防止等に関する措置を実効的に行うため、当該学校の

複数の教職員、心理、福祉等に関する専門的な知識を有する者その他の関係者による構成さ

れるいじめの防止等の対策のための組織を置くものとする。

◇いじめ発生時の対応
○加害者への対応
・内容に応じた指導（場合によっては校長訓戒や家庭謹慎（特別
指導）もある）を行うとともに、被害者への謝罪を行う。

・刑事犯罪行為を伴う場合、警察や児童相談所等の関係機関とも
連携する。

・原因の除去･解決を図る事後指導を十分に行い、再発防止に努
める。

○被害者への対応
・スクールカウンセラー等も活用し、心のケアを十分に行う。
・好ましい人間関係の構築や自己有用感の獲得を図る事後指導を
十分に行い、再発防止に努める。

○傍観者への対応
・傍観していることもいじめの助長につながることを正しく理解
させる指導を、十分に行う。

・いじめを見かけたとき正しい対処法（先生に相談する、仲間と
協力して仲裁に入るなど）を理解し、実行できるよう指導する。

◇主な取組

□「学校いじめ防止基本方針」の

公表

□教育相談

□いじめに係るアンケート

□子ども理解支援ツール「ほっと」

の実施

□情報モラル教育

□道徳教育

□ネットパトロール

□各種行事における人間形成



開拓魂 大きく羽ばたく 当中生！part10

令和3年度北海道中学校体育大会
◇スキー

第54回北海道中学校スキー大会ノルディック競技

1月13日(木)～1月14日(金)（和寒町）
【クラシカル】 第 ９位 高木慶大

第13位 鈴木悠斗

【フ リ ー】 第 ８位 高木慶大

第13位 鈴木悠斗

高木慶太くん、鈴木悠斗くんは、クロスカントリー・クラシカ
ルとフリーの両種目で、令和3年度全国中学校体育大会、
第５９回全国中学校スキー大会クロスカントリー競技に出場
します。
【第５９回全国中学校スキー大会クロスカントリー競技】
競技日程 ２月２日(水) クラシカル

２月３日(木) フリー競技
会 場 長野県野沢温泉村

野沢温泉南原
クロスカントリーコース

◇女子ソフトテニス
クリスマスカップ東北・北海道選抜中学生

ソフトテニス大会：12月18日(土)～19日(日)

（秋田県大館市ニプロハチ公ドーム）

佐藤結梨・田中夢月ペア出場

団体戦 北海道Aチームに所属

決勝トーナメント 第2位

個人戦 １回戦惜敗

第9回北海道中学生シングルスソフトテニス大会
12月25日(土) （砂川市総合体育館）

個人戦シングルス 佐藤結梨 1回戦惜敗

第48回北海道中学生

インドアソフトテニス選手権大会
1月6日(木) （北海道立総合体育センター）

個人戦 佐藤結梨・佐藤まおペア

３回戦惜敗 （ベスト１６）

◇男子バスケットボール
第36回北海道中学校バスケットボール大会

新人大会北大会
12月24日(金)～26日(日)（網走市・美幌町）

【決勝トーナメント】 ２回戦惜敗 ベスト８

◇女子バスケットボール
第36回北海道中学校

バスケットボール大会新人大会北大会
12月24日(金)～26日(日）

（網走市・美幌町）

【決勝トーナメント】 １回戦惜敗 ベスト16

全国大会出場

全国大会出場

１ 火 職員会議

２ 水 全国中学校スキー大会クロス

カントリー競技（～４日）

３ 木 1・2年生学力テスト

研修日 ＡＬＴ

４ 金

５ 土

６ 日

７ 月 入学説明会（書面及び動画

配信）

８ 火 定例委員会

PTA本部役員会

９ 水

10 木 公立高校推薦入試面接日

ＡＬＴ

11 金 建国記念日

12 土

13 日

14 月

15 火 私立高校入試（一般選抜）

16 水 職員会議

17 木 ALT

18 金

19 土 中学１、２年学年別卓球大会

（旭川）※開催予定

20 日

21 月 卒業式係会議

22 火 生徒総会

23 水 天皇誕生日

24 木 生徒会役員選挙 ALT

25 金

26 土 旭川市内私立高校合格発表

27 日

28 月 朝会（認証式）

コロナウイルス感染症（オミクロン株）

の急拡大により、2月に予定されていた

行事や学習が延期されました。

・参観日（１・２年生）→3月中旬

・新入生授業体験→３月上旬

・かたるべ交流（2年生）→3月中旬

また、部活動の大会の中止も相次いで

います。

２月の行事予定


